
研究内容： 金属有機構造体(MOF)を正極活物質とした蓄電池の特性評価および反応機構解明 

 私たちの身の回りには、携帯電子端末や電気自動車など、様々な場面でリチウムイオン電池が使用されています。最近

では、リチウムイオン電池よりも高性能な蓄電池の需要が高まるとともに、新しい電池材料の開発が進められています。特

に、蓄電池の性能は正極活物質の特性に大きく左右されることから、正極活物質の設計指針は今後の蓄電池開発に貢献

できる知見といえます。このような需要に応えるため、本研究室では錯体の優れた設計自由度を活かした正極活物質の開

発およびその特性評価と反応機構解明を行っています。 

<研究テーマ例:金属有機構造体に含まれるジルスフィド配位子の二次電池反応機構解明> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当科目 

過去の実績 
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技術相談 

提供可能技術： 

・リチウム金属電池、ナトリウム金属電池の作製技術 

・リチウム金属電池、ナトリウム金属電池の電池特性評価技術 

・錯体を正極活物質とした、充放電反応機構解明 

提供可能な設備・機器： 

名称・型番（メーカー） 

セミミクロ分析天秤 AUX220 (島津製作所) ホットマグネットスターラー C-MAG HS7 (IKA) 

従来のリチウムイオン電池の約 10 倍長く利用できるリチウ

ム硫黄電池の開発において、正極活物質に含まれるジスル

フィド(S-S)結合の不溶性の向上と可逆な開裂(還元)/再結

合(酸化)をいかに実現することが課題です。私は、溶解しにく

い多孔性結晶である、金属有機構造体(MOF)にジスルフィド

部位を組み込むことで、S-S 結合の可逆な酸化還元反応に

よる高容量と安定な繰り返し充放電を実現しました。また、結

晶構造の次元によって S-S 結合の電池特性を制御できると

いう知見も得られており、結晶構造の知識を活用することで次

世代蓄電池の開発に貢献できるということを実証しました。 

SDGs:


